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　未来を担う恩納村の子どもたち、素晴らしい演舞・空手
しまくとぅば・・・拍手喝采でした。
　伝統を受け継ぐ子どもたちへ期待したいです。

恩納村文化協会 30周年記念公演
「第28回文化祭」

■子供の部

　古典部会、舞踊部会の結集による、恩納口説の創作を混
えた口説のメドレー、最後は華やかに全員で黒島口説で締
めくくりました。

■一般の部
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決算 認定どう使った111 億1369万円
歳出総額：111億1369万1千円 歳入総額：117億9453万5千円

歳入内訳歳出内訳

村税
22億5812万4千円
           19.1％

財産収入
18億8279万円
16.0％

繰入金
10億6066万9千円
9.0％その他

18億1168万8千円
15.3％

国庫支出金・県支出金
24億3921万4千円
　　　  20.7％

地方交付税
15億671万8千円
　　　12.8％

村債
1億5870万円
1.3％

その他
6億7663万円
5.7％

特別会計 歳入 歳出
国民健康保険 15億5836万6千円 15億1503万4千円
後期高齢者医療 1億1300万円 1億1210万2千円
下水道事業 10億3373万6千円 10億2580万2千円

水道事業会計 水道事業
収益的収入

6億6511万9千円
収益的支出

5億9730万9千円
資本的収入

3億548万4千円
資本的支出

5億3647万6千円

成果説明書に関する委員会質疑
質 歳入決算の状況、特別土地保有税について
答 土地保有税については、平成15年地方税制改正により、新たな課税は行わないとされ、本村においても課税を停止し
ている。

歳出に関する委員会報告
質 商工費、観光費、観光協会の委託料、自主事業などの収入、支出について
答 収入は、約1億6,400万。内訳、委託料約1,800万、11％、補助金約4,500万、28％。自己財源約9,900万、61％う
ち借入金や、基金取り崩し金額約2,400万。収入に対して、支出全体が約1億4,812万6千円。委託料約13％約1,874
万。補助金支出約4,584万5千円、約31％。自己財源支出約8,349万1千円、全体の約55％である。

質 教育費、小学校費「小学校の照明に係る義務はなくなるが、それを暫時、老朽化や危険が伴う場合には、全部撤去す
るという理解でよいか。

答 今現在、危険な箇所については施設を撤去しているが、現在使用できる施設については、できる限り、修繕をして、
使えるような環境に持っていく考えである。

質 教育費に関連する恩納村在住高校生就学支援緊急助成金について
答 令和2年度のみの事業であり、今年度の予定はない。

歳入に関する委員会報告
質 使用料及び手数料、法定外公共物使用料　収入未済額97万700円について
答 ベルジャヤの開発用地があり、97万700円が使用料予定であったが、用地交換の際、測量費、用地交換に対する諸費
用をベルジャヤ負担、村の下水道工事、道路工事など行う際、ベルジャヤの用地を残土置場として利用することにな
り法定外公共物使用料の免除となった。

村民税、固定資産税、種別割、
環境性能割（旧軽自動車税）等

村の財産管理、情報処理、
選挙にかかったお金

議会費、消防費、
災害復旧費

高齢者、障がい者福祉、保健所、
育児手当などにかかるお金

財産運用（村有地賃貸料、
軍用地料、預金利息等）他

分担金及び負担金、繰越金、
使用料及び手数料、寄付金他

行政の格差をなくすため、
国から交付されるお金

予防接種、検診、
ごみ処理などにかかるお金

漁港整備、農業の
振興にかかるお金

中小企業支援・恩納村の
PR等にかかるお金

幼稚園、小学校の教育、
スポーツ振興にかかるお金

村債として借りた
お金の返済金

ダム、道路、河川、
村営住宅の整備・
維持管理にかかるお金

国や金融機関から
借りるお金

特地方消費税、
ゴルフ場利用税等

国・県からの補助金

特別会計や基金から
持ってくるお金

総務費
45億2568万5千円
40.7％

民生費
20億8237万6千円
18.7％

衛生費
6億5817万8千円
5.9％

農林水産業費
6億5681万8千円
5.9％

商工費
3億2619万9千円 2.9％

土木費
10億2995万9千円
9.3％

教育費
10億2880万1千円
9.3％

公債費
3億9617万8千円 3.6％

その他
4億949万8千円
3.7％

自主財源
70億1327万3千円
59.5％

依存財源
47億8126万2千円
40.5％
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※不足分は過年度分損益勘定留保資金で補てん

記事担当：稲村　雅司
恩納村議会だより　No.154 2恩納村議会だより　No.1543



令和3年度に実施 された主な事業 主
な
事
業

主
な
事
業 子供医療費助成

子供医療費助成事業：外来・入院の際の医療
費を無償化。対象年齢０歳～高校卒業

2673万7千円
子育て世代に対する支援（児童手当）
子育て家庭世帯の生活の安定及び次世代を担う児童の健全
な育成に資することを目的とする。

2億30万円
食の自立支援事業
一人暮らしの高齢者や高齢者世帯で調理が困難な方の
居宅を訪問し栄養バランスの取れた食事を提供すると
ともに利用者の安否確認を行う

2393万9千円
外出支援サービス委託料
一般の交通機関の利用が困難な在宅高齢者に対し、自宅と
医療機関の送迎をし定期受診に係る負担を軽減する。
■利用実人数：67人　■総利用件数：1869件

1245万4千円
健康増進・保険事業
がん検診の無料化及び個別検診の導入。胃・肺・大腸
がん（19歳以上）・乳がん（30歳以上）・子宮頸がん
（20歳以上）。

2412万8千円

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業
新型コロナウイルスの影響で困難に直面した方々に
対し生活・暮らしを支援を行う。１世帯につき10万
円を給付

1億942万6千円
沖縄観光防災力強化事業
大規模災害時において、増加する外国観光客を含む観光
避難民への提供備蓄品等を整備し、安全・安心な観光地
形成を図る

984万4千円
恩納村ふるさとづくり応援寄附金業務

恩納村の魅力や特産品のPR・販売促進を目的に、
ふるさと納税をされた方へのお礼品を提供する

3億1514万6千円

令和３年度寄附金：7億9952万5千円

SDGｓ「サンゴの村宣言」持続可能な地域づくり推進事業
まち・ひと・しごと創生法に位置付けられた自主的・主体的
で先導的な事業を実施。環境・社会・経済の3側面における
課題解決につなげ、持続可能な地域づくりを推進する。　

3530万4千円
企業版ふるさと納税寄附金業務
《歳入実績》　13件
寄附金総額　290万円
《歳出実績》
中学生による地域産品づくり事業 120万円
恩納村結婚生活支援事業 20万円
うんな中学校タブレット端末購入事業 100万円
未来塾・地域塾支援事業 50万円

290万円

《寄附金の使い道》
・自然景観の維持、再生及び地域振興に関する事業
・子育て支援及び健康づくりに関する事業

記事担当：稲村　雅司

名嘉真区

45 恩納村議会だより　No.154恩納村議会だより　No.154



令和3年度に実施 された主な事業 主
な
事
業

主
な
事
業 うんな中学校SDGｓパートナーシッププロジェクト委託料

うんな中学校３年生が地域課題解決に関わり、成功体験や
地域活性化に貢献する喜びなど質の高い教育を提供する。
この活動はSDGsの目標とする2030年まで継続する。

347万6千円
学校給食業務（給食センター）
成長期にある園児・児童生徒の心身の健全な発達のため
栄養バランスの取れた安心安全な食事を提供し健康増進
を図る。地場産物を積極的に取り入れ地産地消等の食育
指導を行う。 5149万9千円

恩納村学校支援地域本部事業
学校の支援要望に基づき、地域や村内企業などのボラン
ティア協力者を紹介し、地域全体で学校を支援する。

74万円
村道勢高2号線整備事業
恩納、通信所跡地から万座毛までの観光ルートの動
線、アクセス性の向上、渋滞緩和とともに、観光産業
の振興、各施設誘致等により魅力ある跡地計画、地域
活性化に寄与する。 1億1810万7千円

海岸漂着軽石の除去
令和3年8月に噴火した小笠原諸島海底火山の影響
とみられる、村内海岸に漂着した軽石を海岸から
除去した。

4845万6千円

農業人材力強化総合支援事業
新規就農の農業を始めてから経営が安定するま
で最長５年間、年間150万（夫婦型225万円）
の給付を行う。

1012万5千円

地域型就業意識向上支援事業
産学官関係者が連携し、児童生徒へのキャリア
教育の実践。中長期的な就業意識の向上と人材
育成、村内各産業の発展と地域活性化を図る。

1224万1千円

赤土等流出防止営農対策促進事業
農地等からの赤土等流出防止対策の促進、持続的
な赤土等流出防止体制の構築

1047万2千円

恩納村サンゴの村創生事業
サンゴの村宣言行動計画に基づき、恩納村内沿岸の自然
環境の調査及び保全活動として、「海山の自然環境調
査」及び「サンゴ移植作業等委託業務」を実施する。

794万7千円

新型コロナウイルス感染症対策関連の事業者支援事業
・中小事業者への支援事業
・景気回復支援商品券事業（村民給付）
・村内事業所家賃支援事業
・村内事業者応援一時支援金

1億2413万8千円

参考　ボランティア：ＯＩＳＴ職員、農林水産課職員、博物館職員

仲泊小5年総合学習
（沈砂池清掃）

《支援内容》
学習支援6件・平和学習5件・SDGs関連学習2件・
フィールドワーク7件・その他支援　2件　計22件

記事担当：稲村　雅司
67 恩納村議会だより　No.154恩納村議会だより　No.154
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令和４年 第７回定例会 一般質問

議会会議録は議会事務局、各字公民館でご覧いただけます。
また、村ホームページ（議会ネット中継・会議録）からも検索できます。

※質問の要旨は、一般質問通告書でご確認下さい。

①仲泊南交差点の信号機設置について
②子育て世代が住みやすい環境整備について

島袋　裕介 議員 ☎090-8919-8818 P9

①景観条例に符合する植栽について
②公共施設及び海浜の占有について
③村長の２期８年間政策（政略）に係る施策につい
て

吉山　盛次郎 議員 ☎965-0669 P12

記事掲載なし
①ロケーション撮影について
②村議選について
③（株）真栄田について

喜納　正誠 議員 ☎964-2580

①勢高２号線開通に伴う周辺環境について
②2023年うんな中学校部活動について

安里　周作 議員 ☎966-8352 P10

①特産物生産販売調査委託料について
②農業集落排水事業の汚泥堆肥について
③外国人農業研修生の住宅支援について
④山田城跡、うんなナビー屋敷跡整備促進と護佐
丸及び１５字史の歴史教育について
⑤伊武部希望ヶ丘自治会の陳情17号について

外間　勝嘉 議員 ☎967-8380　　P11
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遊
具
が
あ
る
公
園
は
ど
れ
だ
け

あ
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
公
園
の
計
画
が

あ
る
の
か
。

質答

企
画
課
長
（
喜
久
山
　隆
）

　
赤
間
総
合
運
動
公
園
、
婦
人
の
家
隣
の
多

目
的
広
場
、
県
民
の
森
、
農
村
公
園
、
ま
た

自
治
会
の
公
園
、
そ
し
て
公
園
に
類
す
る
施

設
と
し
て
公
民
館
、
団
地
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
、
野
球
場
、
運
動
場
で
遊
具
が
あ
る
と
こ

買
い
物
の
不
便
さ
を
な
く
す
た
め
に
も

商
業
施
設
等
の
誘
致
は
喫
緊
の
課
題
だ

と
思
い
ま
す
が
、
谷
茶
区
定
住
促
進
事
業
の

中
に
も
商
業
施
設
を
考
え
て
い
る
か
。

質答

企
画
課
長
（
喜
久
山
　隆
）

　
村
の
ほ
う
で
実
施
し
た
総
合
計
画
等
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
で
も
、
恩
納
村
に
住
み

続
け
た
く
な
い
理
由
の
多
く
が
買
物
の
利
便

性
が
悪
い
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。
村
と
し
て

も
買
い
物
の
不
便
さ
を
な
く
す
た
め
に
商
業

施
設
の
誘
致
は
必
要
だ
と
い
う
風
に
考
え
て

い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
も
理
由
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
も
踏

ま
え
て
誘
致
の
ほ
う
、
力
を
入
れ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

質答

企
画
課
長
（
喜
久
山
　隆
）

　
村
と
し
て
も
谷
茶
区
の
場
所
と
い
う
の
は

結
構
商
業
地
の
誘
致
に
適
し
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
バ
イ
パ
ス
沿
い
で
す
ね
、

そ
ち
ら
か
ら
の
乗
り
入
れ
の
協
議
等
も
今

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
商
業
施
設
の
誘
致
を

谷
茶
区
の
ほ
う
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
ま
す
。

前
兼
久
観
光
関
連
施
設
整
備
事
業
の
公

園
、
遊
具
な
ど
の
設
置
は
ど
れ
く
ら
い

の
規
模
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

質答

農
林
水
産
課
長
（
宮
平
　覚
）

　
遊
具
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
中

で
、
周
辺
地
域
も
含
め
ま
し
て
い
ろ
ん
な
意

見
を
聞
き
な
が
ら
今
年
度
中
に
決
め
て
い
き

た
い
。

子
育
て
世
代
が
住
み
や
す
い

環
境
整
備
に
つ
い
て

定
住
促
進
事
業
で
進
め
て
い
る
公
営
住

宅
等
の
進
捗
状
況
は

質答

企
画
課
長
（
喜
久
山
　隆
）

　
名
嘉
真
で
進
め
て
い
ま
す
公
営
住
宅
に
つ

き
ま
し
て
は
、
北
部
振
興
事
業
の
採
択
を
受

け
て
順
調
に
行
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
は

実
施
設
計
、
令
和
５
年
、
令
和
６
年
で
工
事

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島袋 裕介
議 員

ろ
が
22
か
所
あ
り
ま
す
。
今
年
度
よ
り
北
部

振
興
事
業
を
活
用
し
た
前
兼
久
観
光
関
連
施

設
整
備
事
業
の
中
で
公
園
整
備
や
遊
具
等
の

設
置
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

12月定例会のご案内! !
12月定例会は、12月7日（水）を予定しています。
なお、会期や、一般質問などの詳細な日程については、議会事務局までお問い合わせ下さい。
感染症対策を万全な上、皆様の傍聴を、お待ちしております。

【お問い合わせ先】議会事務局　☎（098）966-1199

前兼久観光関連施設整備事業
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一
般
質
問

一
般
質
問

勢
高
２
号
線
開
通
に

伴
う
周
辺
環
境
に
つ
い
て

勢
高
２
号
線
の
村
道
格
上
げ
の
目
的

は
。

質答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

　
地
域
活
性
化
も
あ
り
、
そ
し
て
万
座
毛
か

ら
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
付
近
へ
の

ア
ク
セ
ス
性
向
上
等
の
た
め
交
通
量
が
増
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
型
車
両
の
対
面
交

通
が
出
て
く
る
こ
と
で
、
幅
員
が
広
が
り
ま

す
。
補
助
事
業
の
条
件
と
し
て
村
道
へ
の
格

上
げ
を
行
な
い
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
等
の
目
的
外
利
用
方
法
等

の
考
え
は
。

質答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

　
跡
地
利
用
計
画
で
、
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
セ

ン
タ
ー
か
ら
国
道
に
抜
け
る
道
が
増
え
活
用

が
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勢
高
２
号
線
の
工
事
途
中
終
了
後
の
答

弁
で
完
成
後
は
横
断
歩
道
、
速
度
制

限
、
停
止
線
は
石
川
警
察
署
、
沖
縄
県
警
と

協
議
し
て
い
る
と
い
う
答
弁
の
進
捗
は
。

質答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

　
横
断
歩
道
が
４
か
所
で
、
停
止
線
は
横
断

歩
道
ご
と
に
設
置
し
、
道
路
標
識
は
停
止
標

識
２
か
所
、
横
断
歩
道
標
識
２
か
所
設
置
し

て
い
ま
す
。
速
度
制
限
に
関
し
て
は
公
安
委

員
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

勢
高
２
号
線
開
通
に
伴
い
恩
納
小
学
校

沿
い
勢
高
線
の
交
通
量
の
増
加
が
想
定

さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い

る
か
。
そ
こ
で
い
つ
ま
で
や
る
か
考
え
は
。

質

答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

　
裏
門
の
向
か
い
側
か
ら
国
道
に
あ
る
横
断

歩
道
ま
で
学
校
側
の
反
対
側
に
歩
道
を
設
置

す
る
考
え
で
す
。
歩
道
を
設
置
し
て
防
護
棚

も
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
に
は
完
了
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

勢
高
２
号
線
開
通
に
伴
い
ア
ポ
ガ
マ
海

岸
地
域
利
用
者
の
増
加
が
想
定
さ
れ
て

い
る
が
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る

質答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

　
地
域
と
調
整
し
な
が
ら
対
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化
庁
は
、
公
立
中
学

校
の
部
活
動
を
「
地
域
移
行
」
で
行

い
、
体
制
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
決
め
た
こ

と
に
対
す
る
対
応
は
。

質答

学
校
教
育
課
長
（
仲
村
　泰
弘
）

　
部
活
動
の
地
域
移
行
（
学
校
部
活
動
か
ら

地
域
部
活
動
へ
の
転
換
）
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
休
日
の
部
活
動
か
ら
地
域
へ

の
移
行
を
進
め
、
段
階
的
に
移
行
を
進
め
て

い
く
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
恩
納
村
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
部
活
動
の
地
域
移
行
を
段
階
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

万
座
毛
出
入
口
で
勢
高
２
号
線
沿
い
家

屋
近
く
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
の
考
え

は
。

質答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

　
以
前
は
植
樹
帯
が
多
分
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
つ
く
ら
れ
た
植
樹
マ
ス
が
あ
り
ま

す
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
設
置
し
て
対
策
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
家
の
方
か
ら
あ
っ
た
勢
高
２
号
線
の

十
字
路
へ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
と

そ
の
注
意
喚
起
も
必
要
と
思
う
が
考
え
は
。

質答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

　
地
域
と
調
整
を
行
っ
て
、
２
か
所
に
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ほ
か

に
必
要
な
個
所
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た

い
。
周
知
の
た
め
の
看
板
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

安里 周作
議 員

特
産
物
生
産
販
売

調
査
委
託
料
に
つ
い
て

恩
納
村
北
部
地
域
販
売
セ
ン
タ
ー
（
名

嘉
真
伊
武
部
地
区
）
の
調
査
、
委
託
料

の
事
業
費
と
調
査
結
果
内
容
は
。

質
再
検
討
す
る
と
い
う
け
れ
ど
も
、
地
域

の
方
も
大
変
期
待
し
て
い
ま
す
が
。

質 答

農
林
水
産
課
長
（
宮
平
　覚
）

　
委
託
金
額
は
４
百
３
３
万
４
千
円
地
域
産

業
の
振
興
及
び
地
域
活
性
化
を
支
援
す
る
た

め
特
産
品
と
連
携
し
た
販
売
施
設
の
整
備
を

行
う
た
め
調
査
報
告
書
の
詳
細
を
分
析
し
な

が
ら
事
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
段
階
で
す
が
、
商
圏
、
商
売
す
る
よ
う
な

範
囲
で
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
、
特
産
物
生
産

施
設
整
備
規
模
、
運
営
方
法
等
は
再
検
討
を

要
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
の

汚
泥
堆
肥
に
つ
い
て

農
家
へ
の
年
間
ど
れ
ぐ
ら
い
供
給
し
て

い
る
か
。

質答

上
下
水
道
課
長
（
新
城
　網
規
）

　
令
和
３
年
度
３
３
０
ト
ン
、
そ
の
う
ち
農

地
還
元
が
１
５
５
ト
ン
で
す
。

外
国
人
農
業
研
修
生
の

住
宅
支
援
つ
い
て

プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の
設
置
推
進
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
な
い
か
。

質答

農
林
水
産
課
長
（
宮
平
　覚
）

　
住
宅
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
は
聞
い

て
い
ま
す
国
・
県
か
ら
施
策
等
、
注
視
し
な

が
ら
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

伊
武
部
希
望
ヶ
丘
自
治
会

の
陳
情
17
号
に
つ
い
て

７
項
目
の
陳
情
が
上
が
っ
て
い
る
が
村

民
が
健
康
で
心
豊
か
に
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
す
ぐ
に
実
施

で
き
る
項
目
が
あ
り
ま
す
か
。

質答

総
務
課
長
（
山
城
　雅
人
）

　
７
項
目
提
出
さ
れ
ま
し
た
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
予
算
の
対
応
費
で
は
実
施
で
き

る
こ
と
、
事
案
に
つ
き
ま
し
て
は
早
急
に
対

応
す
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

山
田
城
跡
、
う
ん
な
ナ
ビ
ー

屋
敷
跡
の
整
備
促
進
と
護
佐
丸

及
び
15
字
の
歴
史
教
育
に
つ
い
て

答

企
画
課
長
（
喜
久
山
　隆
）

　
う
ん
な
ナ
ビ
ー
屋
敷
跡
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
具
体
的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
観

光
的
資
源
・
教
育
的
資
源
と
し
て
も
大
変
貴

重
な
場
所
で
あ
る
こ
と
は
理
解
を
し
て
い
ま

す
。
用
地
の
確
保
は
字
で
行
っ
て
い
た
だ
い

て
関
係
機
関
、
教
育
委
員
会
等
と
調
整
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
歴
史
の
勉
強
を
ぜ
ひ
と

も
学
校
教
育
の
現
場
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

処
理
費
は
年
間
に
幾
ら
か
。

質答

上
下
水
道
課
長
（
新
城
　網
規
）

　
将
来
予
想
で
１
日
当
た
り
１
７
ト
ン
予
定

で
す
。
ト
ン
当
た
り
１
万
２
０
０
０
円
程
度

で
処
理
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

将
来
的
堆
肥
化
に
す
る
、
ち
ゃ
ん
と
し

た
肥
料
に
す
る
の
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本

に
返
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
手
元
に
届
い
て

い
る
の
は
、
金
武
町
資
源
循
環
施
設
で
つ
く

ら
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
出
て
き
ま

す
。
将
来
的
に
こ
の
よ
う
な
施
設
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
当
局
に
考
え
が
あ
る
か
。

質

答

上
下
水
道
課
長
（
新
城
　網
規
）

　
現
段
階
で
は
農
業
集
落
排
水
事
業
の
施
設

整
備
を
優
先
し
、
管
路
へ
の
接
続
の
推
進
を

図
り
、
将
来
は
発
生
汚
泥
の
再
生
資
源
化
に

取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
地
区
に
説
明
責
任
が
あ
る
と
思
う

が
。

質答

農
林
水
産
課
長
（
宮
平
　覚
）

　
早
め
に
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

答

農
林
水
産
課
長
（
宮
平
　覚
）

　
現
状
特
産
物
の
生
産
施
設
と
販
売
施
設
だ

け
で
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
う
ん
な

中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て

外間 勝嘉
議 員

カーブミラーの設置について

勢高2号線開通に伴う周辺環境
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一
般
質
問

景
観
条
例
に
符
合
す
る

植
栽
に
つ
い
て

勢
高
１
号
線
沿
い
、
南
恩
納
ナ
カ
ン

ジ
ュ
沿
線
の
植
樹
の
選
定
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

質答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

　
植
栽
の
選
定
は
決
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

関
係
課
と
ハ
ニ
ー
コ
ー
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
連
携
し
て
景
観
に
配
慮
し
在
来
種
で
蜜
源

に
つ
な
が
る
樹
木
を
選
定
し
、
地
域
の
意
見

を
確
認
し
な
が
ら
決
め
た
い
。

村
長
の
２
期
８
年
間
政
策

（
政
略
）に
係
る
施
策
に
つ
い
て

村
長
の
３
期
目
に
向
け
た
主
要
な
施

策
、
事
業
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い

く
の
か
。

質答

村
長
（
長
浜
　善
巳
）

　
若
者
の
定
住
促
進
や
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
よ
り
強
化
さ
せ
た
好
循
環
の
ま
ち

づ
く
り
、
子
育
て
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
環
境
づ
く
り
、
歴

史
、
文
化
資
源
の
保
存
活
用
、
基
幹
産
業
で

あ
る
観
光
産
業
か
ら
農
林
水
産
業
、
商
工
業

へ
の
波
及
効
果
を
生
み
出
す
事
業
構
築
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

嘉
手
納
陸
上
競
技
場
で
そ
こ
の
指
定
管

理
者
は
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ト

ラ
ッ
ク
を
走
る
の
で
あ
れ
ば
い
い
で
す
よ
。

自
由
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
。
占

有
し
て
い
る
団
体
に
な
ぜ
村
民
が
承
諾
を
得

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。
そ
の
辺
の
部
分

は
指
定
管
理
者
で
は
な
く
教
育
委
員
会
の
ほ

う
で
指
導
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
村
民
が
遠

ざ
か
っ
て
し
ま
う
。

質答

社
会
教
育
課
長
（
長
浜
　健
一
）

　
占
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
も

し
も
そ
う
い
う
問
合
せ
等
が
あ
っ
た
ら
使
っ

て
ほ
し
い
と
指
定
管
理
か
ら
答
え
は
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
後
話
し
合
い
で
協
議
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

団
体
は
、
成
果
も
出
し
て
い
て
い
い
記

録
も
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
将
来

的
に
人
材
も
輩
出
す
る
と
思
い
ま
す
。
恩
納

村
に
は
免
除
、
あ
る
い
は
減
額
す
る
条
例
が

あ
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
法
人
と
し
て
今
年
の

４
月
か
ら
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
。
ど
う
い

う
意
図
で
法
人
格
に
し
使
用
す
る
占
用
権
を

料
金
払
っ
て
い
る
の
か
。

質答

社
会
教
育
課
長
（
長
浜
　健
一
）

　
当
団
体
に
つ
い
て
な
ぜ
法
人
格
に
な
っ
て

い
る
の
か
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
規
則
に
あ

り
ま
す
よ
う
に
使
用
料
も
納
め
て
占
用
し
て

い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
そ
れ

は
置
い
と
い
て
グ
ラ
ン
ド
の
公
共
性
、

我
々
住
民
が
使
う
場
と
し
て
の
と
は
違
う
と

い
う
こ
と
を
教
育
委
員
会
で
話
し
合
っ
て
ほ

し
い
。

公
共
施
設
及
び
海
浜
の

占
有
に
つ
い
て

村
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
係
る
条
例
の
中

で
も
優
先
す
る
の
は
住
民
で
あ
る
。
豊

か
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
当
該
施
設
の
特
定

の
個
人
、
団
体
が
占
有
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
近
隣
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
使
用
料
金

質

答

社
会
教
育
課
長
（
長
浜
　健
一
）

　
赤
間
総
合
運
動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
村

民
の
健
康
の
保
持
増
進
及
び
体
力
の
向
上
並

び
に
文
化
の
発
展
を
図
る
た
め
設
置
さ
れ
て

い
る
。
指
定
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
施
設

に
つ
い
て
は
指
定
管
者
に
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
。
最
も
大
切
な
根

本
的
な
意
義
は
村
民
フ
ァ
ー
ス
ト
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

吉山 盛次郎
議 員

を
取
っ
た
り
、
も
し
く
は
無
料
で
使
え
る
。

そ
の
市
町
村
に
よ
っ
て
違
う
。
赤
間
運
動
場

に
関
し
て
あ
る
団
体
が
占
有
す
る
こ
と
に
お

い
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
た
り
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
す
る
人
た
ち
が
排
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
れ
に
関
し
て
の
見
解
は
。

提

記事担当：宮﨑　匠

赤間総合運動公園

トピック

　９月１２日、恩納村議会議員選挙（９月１１執行）の当選証書付与式が村役場にて行われ、
村選挙管理委員会の仲村肇委員長から当選した１６名に当選証書が付与されました。

【
議
会
施
設
紹
介
】

本会議場 全員協議会室

前号（議会だより153号）で掲載された
真栄田岬周辺活性化施設指定管理調査特別委員会報告の訂正

本件について、当時の特別委員会の委員長により９月13日の本会議で下記のとおり委員会報
告の訂正の申し出がありましたので本号（154号）で報告します。（以下委員長による訂正の発
言）『令和4年6月10日付、議長に提出した真栄田岬周辺活性化施設指定管理調査特別委員会
の委員会調査報告の冒頭部分で「令和3年9月定例会に（株）まえだより嘆願書が提出され」と
記述されていますが、嘆願書を提出したのは、「有志会」であることが判明しました』
・誤「(株)まえだ」⇨正「有志会」

当選証書授与式
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議会構 成決定 議　長

島　袋　裕　介

仲泊
42歳・2回

副議長

當　山　達　彦

谷茶
60歳・2回

9月初議会
経済建設民生委員会 

基地問題対策委員会 

総務財政文教委員会
當　山　直　彦
委員長

前兼久
52歳・1回

新　城　　　哲
副委員長

名嘉真
52歳・1回

佐渡山　　　明
委員

南恩納
61歳・3回

大　城　堅　三
委員

瀬良垣
63歳・4回

喜　納　正　誠
委員

仲泊
75歳・11回

當　山　達　彦 
委員

谷茶
60歳・2回

又　吉　　　貢
委員

山田
57歳・5回

亀　谷　　　梢 
委員

恩納
64歳・1回

比　嘉　秀　康
委員長

山田
43歳・1回

大　城　節　子
副委員長

仲泊
70歳・1回

宮　﨑　　　匠 
委員

前兼久
28歳・1回

安　里　周　作
委員

恩納
63歳・2回

大　城　　　保
委員

仲泊
60歳・3回

山　田　政　幸
委員

安富祖
57歳・3回

稲　村　雅　司
委員

真栄田
44歳・1回

議会運営委員会 
委 員 長　稲　村　雅　司
副委員長　亀　谷　　　梢
委　　員　比　嘉　秀　康
　　　　　新　城　　　哲 
　　　　　當　山　直　彦
　　　　　宮　﨑　　　匠

委 員 長　新　城　　　哲
副委員長　亀　谷　　　梢
委　　員　稲　村　雅　司
　　　　　山　田　政　幸
　　　　　大　城　　　保    
　　　　　佐渡山　　　明
　　　　　喜　納　正　誠
　　　　　比　嘉　秀　康 

議会広報委員会
委 員 長　宮　﨑　　　匠
副委員長　比　嘉　秀　康
委　　員　大　城　節　子
　　　　　新　城　　　哲
　　　　　亀　谷　　　梢
　　　　　稲　村　雅　司 

安里　周作 
〇議会選出監査委員

喜納　正誠　　宮﨑　匠
〇中部北環境施設組合議会

佐渡山　明　　又吉　貢 
〇金武地区消防衛生組合議会

當山　直彦
〇沖縄県介護保険広域連合議会

氏名
所属行政区
年齢
当選回数

凡　例

顔写真
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町村議会議員・事務局職員研修会

研修会での様子

町村議会議員・事務局職員研修会
沖縄県内の本部町を除く29町村議会議員314名、議会事務局62名の総勢376名
が集い、新たな沖縄振興と町村議会議員の報酬についての研修を行いました。

沖縄振興の起点から始まり、これまでの取り組み及び成果を具体的な数字や
データを用いて学び、そこから沖縄振興基本方針のポイントを押さえつつ、沖縄
の今後の未来の方向性を決めた「新・沖縄21世紀ビジョン基本計画」の概要につ
いて知ることで、県の方針を軸にした各地域それぞれの地域振興について学びま
した。

新たな沖縄振興について

町村議会の構成と町村議会議員選挙の実態及び議員報酬の現状について学び、
その中で顕著化する「なり手不足」問題と「立候補環境の整備」が現状の課題と
して挙げられました。今後は「名誉職」から「専門職」へと変化していくこと
で、議会の見える化を図り、より議会力をアップさせた議会への展望とそのため
の条件整備について学びました。

記事担当：宮﨑　匠

町村議会議員の報酬について

　
こ
の
度
は
、
議
員
の
皆
様
の
支
持
の
も
と
、

議
長
に
選
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
身
に

余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果

を
受
け
て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
堅
い
決
意
で
も
っ
て
、
議
長
へ
の
就
任

を
承
諾
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
案
内
の
と
お
り
、
議
会
は
村
民
全
体
の
代
表
者
で
あ
り
、
一
部
の

代
表
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
行
政
が
適
法
・
適
正
に
、
公
平
か

つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
民
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
な

ど
を
監
視
し
て
い
く
重
要
な
責
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
議
会
が
村
民
の

付
託
に
応
え
、
議
会
と
し
て
の
使
命
を
全
う
し
て
い
く
た
め
に
は
、
議

員
一
人
一
人
が
初
心
を
忘
れ
ず
、
日
々
自
己
研
鑽
に
励
み
、
そ
の
資
質

向
上
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
議
員

と
し
て
自
己
研
鑽
に
努
め
、
議
員
の
先
頭
に
立
っ
て
職
責
を
果
た
す
べ

く
、
日
々
努
力
を
傾
注
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。
今
後

の
諸
問
題
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常
に
村
民
の
目
線
に
立
つ
こ

と
を
肝
に
銘
じ
、
是
々
非
々
、
公
正
で
公
平
な
議
会
運
営
に
努
め
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
長
職
を
受
託
す
る
か
ら
に
は
、
常
に
自
ら
を
律
し
、
誠
心
誠
意
、

身
を
粉
に
し
て
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
も
と
よ
り
一
人

の
微
力
な
者
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
重
責
を
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、

議
員
並
び
に
執
行
部
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
が
絶
対
に
必
要
で
あ
り
ま

す
。
今
後
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

新
議
長  

島
袋

　裕
介

　
こ
の
度
、
議
長
退
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
に
就
任
し
て
四
年
間
、
村
民
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
、
議
会
運
営
が
円
滑
に
運
ぶ
こ

と
が
出
来
た
こ
と
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
を
顧
み
ま
す
と
、

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
３
２
８
件
、
認
定
２
１
件
が
議
会
に
提

出
さ
れ
、
議
会
に
お
い
て
、
本
会
議
、
各
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審

議
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

執
行
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
の
審
議
の
過
程
に

お
い
て
、
示
さ
れ
た
議
員
の
意
見
、
要
望
を
十
分
尊
重
し
、
今
後
の
村

づ
く
り
に
反
映
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
、
切
に
希
望
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
又
吉
貢
副
議
長
を
は
じ
め
、
議
員
各

位
に
は
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
恩
納
村
議
会
は
二
元
代
表
制
の
も
と
に
、
議
会
の
役
割
り

を
充
分
に
理
解
し
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
き
た
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
議
長
と
し
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
恩
納
村
議
会
を
大
変
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
議
会
に
対
し
ご
指
導
ご
意
見
、
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
多
く
の
村
民
の
皆
様
、
各
団
体
の
皆
様
に
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
思
納
村
の
限
り
な

い
発
展
を
祈
念
し
議
長
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
退
任
の
ご
挨
拶

 

前
議
長  

又
吉

　薫
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将来像2
心豊かで、安全・安心
に暮らせる島

将来像5 多様な能力を発揮し、未来を拓く島

将来像4
世界に開か
れた交流と
共生の島将来像1

沖縄らしい
自然と歴史、
伝統、文化を
大切にする島 将来像3

希望と活力
にあふれる
豊かな島

新・沖縄21世紀ビジョン基本計画概念図

町村議会の現状と今後の展望

社 会
平和で生き生きと暮らせる

「誰一人取り残すことのない優しい社会」の形成

環 境
人々を惹きつけ、

ソフトパワーを具現化する
「持続可能な海洋島しょ圏」

の形成

経 済
世界とつながり、
時代を切り拓く

「強くしなやかな自立型経済」
の構築

「安全・安心で
幸福が実感で
きる島」の形成

安全・
安心

平和

交流・
共生

ICT・イノ
ベーション

健康・
長寿

歴史・
文化

自然・
環境

町村議会の現状 今後の改善点 今後の展望

●なり手不足
●敷居が高い
●名誉職

●立候補環境の整備
●「専門職」への変化
●議会の見える化

●議会力のアップ
●専門職
●多様性のある議会

中庭整備作業
～議会広報委員会～

作業前（Before） 作業後（After）

みんなで協力して綺麗になりました～！
記事担当：宮﨑　匠

オオゴマダラが綺麗に
飛んでいました！
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　未来を担う恩納村の子どもたち、素晴らしい演舞・空手
しまくとぅば・・・拍手喝采でした。
　伝統を受け継ぐ子どもたちへ期待したいです。

恩納村文化協会 30周年記念公演
「第28回文化祭」

■子供の部

　古典部会、舞踊部会の結集による、恩納口説の創作を混
えた口説のメドレー、最後は華やかに全員で黒島口説で締
めくくりました。

■一般の部

記事・写真担当：亀谷　梢
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